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呉
川
の
名
は
、
朝
鮮
半
島
の
カ
ラ
や

ク
レ
の
人
た
ち
と
関
係
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
和
朝
廷
は
、
当
時
の
先
進
国
で
あ

る
朝
鮮
か
ら
技
術
者
を
招
き
、
武
器
や

農
具
・
織
物
な
ど
を
作
ら
せ
ま
し
た
。

　

芦
屋
に
も
彼
ら
技
術
者
が
来
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
有
力
者
名
簿
に
、
芦
屋

 
漢
人 
や
芦
屋 
蔵
人 
の
名
が
あ
り
ま
す
。

あ
や
ひ
と 

く
ら
ひ
と

彼
ら
の
活
躍
は
、
呉
川
の
地
名
や
芦
屋

浜
を�
 
漢
人 
の
浜�
と
呼
ん
だ
こ
と
か

か
ら
ひ
と

ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
の
北
西
に
、
有
力
者
の
住
ま
い
を

表
す
小
字
御
所
の
内
か
ら
、
南
の
小
字

名
御
所
谷
・
呉
川
・
西
呉
川
と
下
呉
川

を
通
っ
て
大
溝
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
溝
川
か
ら
、
大
阪
城
の
石
垣

を
造
る
た
め
の
石
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
溝
川
を
利
用
し
て
、
石

を
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
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に
は
、人
々
が
住
み
始
め
ま
し
た
。

　

海
面
と
の
差
は
七
メ
ー
ト
ル
で
、建
物

は
最
大
で
二
十
九
階
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
一
年
に「
広
報
あ
し
や
」で

町
名
の
公
募
が
行
わ
れ
、新
し
い
埋
立
地

に
ふ
さ
わ
し
い
新
浜
町
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
県
立
芦
屋
南
高
校
を
は
じ

め
、打
出
浜
小
学
校
・
大
東
保
育
所
・
新
浜

保
育
所
・
み
ど
り
学
級
な
ど
の
公
共
施
設

が
集
ま
っ
て
お
り
、シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン

に
お
け
る
文
教
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
は
、昭

和
四
十
三（
一
九
六
八
）年
、芦
屋
浜
の

埋
立
地
に
住
宅
都
市
の
建
設
計
画
が

決
定
し
、昭
和
四
十
四
年
か
ら
兵
庫
県

に
よ
っ
て
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

昭
和
五
十

年
か
ら
高
層

住
宅
の
工
事

が
始
ま
り
、昭

和
五
十
四
年

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

高
浜
町
の
東
側
に
広
が
る

住
宅
地
で
す
。昭
和
五
十
一

（
一
九
七
六
）年
、市
に
よ
っ

て
町
名
募
集
が
行
わ
れ
、こ

の
町
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

潮
の
香
り
が
漂
う
静
か
な

住
宅
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

名
付
け
ら
れ
た
町
名
で
す
。

　

一
戸
建
住
宅
が
広
が
る
町

で
、住
宅
に
は
垣
根
が
植
え

ら
れ
、自
然
の
息
づ

か
い
が
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
浜
公
園
を
中

心
に
、浜
風
小
学
校
・
浜
風
幼

稚
園
・
浜
風
集
会
所
・
環
境
処

理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施

設
や
、魅
力
あ
る
海
上
都
市

計
画
の
発
信
基
地
で
あ
る
芦

屋
マ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
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芦
屋
浜
埋
立
地
の
、宮
川

の
東
側
に
あ
た
り
ま
す
。昭

和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）に

市
が
町
名
募
集
を
行
い
、こ

の
町
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

高
浜
町
を
中
心
に
、五
十

二
棟
の
高
層
住
宅
が
独
特
の

美
し
さ
を
か
も
し
だ
し

て
い
る
と
こ
ろ
と
、芦
屋

の
浜
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
公
園
や
、木
立

と
花
の
道
が
続
き
、派
出

所
・
消
防
分
署
や
商
店
な

ど
の
生
活
関
連
施
設
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

芦
屋
浜
が
埋
め
立
て

ら
れ
る
前
の
高
浜
町
付
近
は

白
い
砂
浜
で
、イ
ワ
シ
漁
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。網
を
引
く
漁
師
さ
ん
の

か
け
声
が
響
き
、浜
辺
に
は

網
小
屋
や
干
さ
れ
た
イ
ワ
シ

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����

�������

�������	
��
���

�������

��������	����������

�������	
���
�����

　市ではこの秋、市制施行70周年を記念し、市の各種サービス
や手続きなど、毎日の暮らしに役立つ情報誌「市民便利帳」を発
行します。この市民便利帳は、ＮＴＴ番号情報との官民共同事
業として、広告費で発行経費に充当する予定です。
　８月末ごろまでの間、「市民便利帳」への広告掲載のお願い
に、ＮＴＴ関西四国電話帳が市内の商店・事業所を訪問してい
ます。皆さんのご協力を、よろしくお願いします。
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芦
屋
の
地
名
を
さ
ぐ
る


